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ダムに貯留した量

放流量

貯水位

洪水時満水位（EL ３４３．０ｍ）

約4,637万立方メートルの水（25mプール11万6000杯分）
をダムへ貯めている。

下流に流す水の量を毎秒約1,212立方メートル
低減（約５割）

10月12日 10月14日
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※２５ｍプールは長さ２５ｍ、幅１６ｍ、深さ１ｍとし換算した数値‐1‐

（平成26年10月13日17時00分観測）

毎秒約1,205 立方メートル 毎秒約1,212

③－④　ダム水位上昇量④ 洪水前のダム貯水位

立方メートル 毎秒約2,417 立方メートル

平成２６年台風１９号の早明浦ダムにおける洪水貯留効果

② 最大流入時の放流量 ①－② ダムで貯めた量 ① 最大流入量

（平成26年10月13日17時00分観測）

（平成26年10月13日11時40分観測） （平成26年10月14日5時20分観測）

③ 現在のダム貯水位

ＥＬ． 326.05 332.82 ｍｍ 6.77 ｍ上昇 ＥＬ．

洪水時最高水位： EL.343.00m
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治水事業の効果
～平成２６年１０月１３日 台風１９号による大雨における事例～

○大型の台風19号は13日、鹿

児島県に上陸して九州、四国
を通過しました。
○台風の影響により、10月12
日18時から10月14日13時
までの流域平均総雨量は、
早明浦上流域で約317mm、銅
山川流域で約281mm、また吉
野川上流域では約263mmを
記録しました。

台風経路図

10月12日18時～10月14日13時の累計雨量分布（国土交通省）
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早明浦ダム

本山橋地点

ダムが効果を発揮（早明浦ダム他）

池田ダム
三好大橋地点

早明浦ダムで貯留した結果、早明浦
ダム下流本山橋付近の水位を
１．７０ｍ低下させる効果があり、
仮にダムが整備されていなかった場
合、はん濫注意水位を大きく超過し
ていたと推定されます。
また、吉野川上流ダム群で貯留し

た結果、池田ダム下流の三好大橋付
近の水位を１．０１ｍ低下させる効
果があり、仮にダムが整備されてい
なかった場合、はん濫危険水位を超
過していたと推定されます。

はん濫注意水位
6.70m(AP.+80.18m)

水防団待機水位
4.10m(AP.+77.58m)

はん濫危険水位（有）
9.70m(AP.+83.18m)

避難判断水位（無）
7.40m(AP.+80.88m)

はん濫危険水位（無）

8.00m(AP.+81.48m)

徳島県三好市井川町三好大橋付近

早明浦ダムが整備されていなかった場合の
水位約11.48m（TP.+244.02m）

実績水位：9.78m（TP.+242.32m）

約1.70ｍの水位低減効果（推定）

高知県本山町本山橋付近

水防団待機水位
8.00m(TP.+240.54m)

はん濫注意水位
10.50m(TP.+243.04m)

避難判断水位
11.60m(TP.+244.14m)

はん濫危険水位
13.10m(TP.+245.64m)

実績水位：7.83m（AP.+81.31m）

吉野川上流ダム群が整備されていなかった場合の
水位約8.84m（AP.+82.32m）

約1.01ｍの水位低減効果（推定）
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